
寺
山
修
司
は
か
つ
て
「
日
本
の
近
代
が
路
地
を
ど
ん
ど
ん
無
用
化
し
封
鎖
し
て
し
ま
い
、
道
は

人
間
中
心
か
ら
車
中
心
に
な
っ
て
、
散
歩
と
い
う
思
想
を
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
」
と
語
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
本
著
『
路
地
裏
が
文
化
を
生
む
！
／
細
街
路
と
そ
の
界
隈
の
変
容
』（
増
淵
敏
之
著
、

青
弓
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
で
は
「
路
地
、
路
地
裏
、
も
し
く
は
細
街
路
」
と
表
現
さ
れ
る
バ
ッ
ク

ス
ト
リ
ー
ト
を
「
あ
く
ま
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
性
格
を
有
す
る
も
の
」
と
定
義
し
、

東
京
、
京
阪
神
、
札
幌
、
広
島
、
福
岡
で
、
そ
の
諸
相
を
時
代
と
と
も
に
検
証
す
る
。
都
市
開
発
の

波
に
よ
っ
て
次
第
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
バ
ッ
ク
ス
ト
リ
ー
ト
こ
そ
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー

が
生
成
さ
れ
た
場
だ
っ
た
と
考
え
る
著
者
は
、
本
著
を
通
じ
て
再
確
認
を
試
み
て
い
る
。
寺
山
が

晩
年
に
住
居
侵
入
で
略
式
起
訴
さ
れ
た

〝
事
件
〞
の
現
場
も
路
地
裏
だ
が
、
そ

の
背
景
に
は
日
本
の
社
会
構
造
の
制
度

化
や
硬
化
も
あ
っ
た
。
寺
山
没
後
三
十

年
の
今
、
本
著
は
改
め
て
「
境
界
線
の

な
い
曖
昧
さ
」
を
失
っ
て
き
た
社
会
の

あ
り
よ
う
も
問
う
て
い
る
。    （
挑
全
）

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」
と
い
う
組
織
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
五
年
十

月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
同
連
合
は
、
小
さ
く
て
も
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
持
つ
村
の
存
続
や
美
し

い
景
観
の
保
護
な
ど
、
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
農
山
村
の
景
観
・
文
化
を
守
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
二
〇
〇
一
年
に
「
イ
タ
リ
ア
の
最
も
美
し
い
村
協
会
」
が
発
足
し
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
に
多
く
の
旅
行
者
を
集
め
て
き
た
。
本
著
『
な
ぜ
イ
タ
リ
ア
の
村
は

美
し
く
元
気
な
の
か
／
市
民
の
ス
ロ
ー
志
向
に
応
え
た
農
村
の
選
択
』（
宗
田
好
史
著
、
学
芸
出
版

社
）で
は
、
こ
う
し
た
田
園
観
光
振
興
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
の
村
に
つ
い
て
、
ア
グ

リ
ツ
ー
リ
ス
ト
協
会
の
誕
生
や
地
方
都
市
に
お
け
る
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
ー
運
動
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）に

よ
る
農
業
政
策
の
転
換
な
ど
、「
美
し
く

元
気
な
村
」
を
支
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
象
を
歴
史
と
と
も
に
詳
細
に
紹
介

し
て
い
る
。
農
村
と
農
業
が
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
今
、
本
著
を
通
じ

て
「
日
本
の
美
し
い
村
」
の
未
来
を
思

い
描
く
こ
と
も
で
き
る
に
違
い
な
い
。
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観光学を考える
2013年4月1日（月）～2013年5月31日（金）

　観光に関する学、すなわち「観光学」を発展させることは、
わが国の観光研究の重要な課題といわれている。しかし、今
日までに多数の観光研究の成果が蓄積されてきているもの
の、①研究対象である「観光」が学際的なアプローチ（地理
学・社会学・経済学等）を許容する総合的現象であること、
②わが国の観光学が比較的新しい学問分野であること、③
観光の原論（principles）および理論（theories）に関する研
究が途上にあること等の理由から、いまだなお、観光学は学
問体系として確立されるには至っていない。
　近年、観光は、国家・地域レベルの重点政策の一つとして
取り上げられ、それと同時に、観光学部・観光学科を有する
大学も全国に多数設置されるようになってきた。観光を通じ
た豊かな国づくり・地域づくりを担う人材の育成を図る上で、
その基礎となるべき「観光学」を確立していくことの重要性は
これまで以上に高まっているといえるだろう。
　そこで本展では、「観光学を考える」をキーワードに、国内
外の観光学の原論および理論を扱う図書および研究論文
等、観光学を考える上でのさまざまな資料を展示します。ぜ
ひ多くの方が当館を訪れ、わが国の観光学のあり方について
考える機会にしていただきたいと思います。
＊ 詳細は、ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。

新
着
図
書
紹
介

　日本で最も長く続いた旅行雑誌『旅』の1974年以降のデジタ
ル化を検討している。1924年からの50年分はすでに完了して
おり、残りの30年分についてである。デジタル化の利点は、省ス
ペース、貴重な本を傷めず閲覧、そして検索可能であることだろ
う。ぱらぱらめくるのも本の楽しみだが、キーワードから情報を
探し出すには検索のかかるデジタルに分がある。とはいえ、デジ
タルも、ソフト・ハードの変更等により再作成が必要となれば、結
局一番大事なのは紙の本そのもの、ということにかえってくる。

館 長 の つ ぶ や き

ベストリーダー （2012年12月～2013年1月）
当図書館への来館者によく閲覧されている本を紹介。
【旅行ガイドブック部門】
海外旅行では、
・『地球の歩き方イスタンブールとトルコの大地2012-13』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『地球の歩き方ベトナム2012-13』（ダイヤモンド・ビッグ社）
・『地球の歩き方ラオス2013-14』（ダイヤモンド・ビッグ社）
国内旅行では、
・『るるぶ日光 那須 鬼怒川 塩原2013』（JTBパブリッシング）
【一般読み物部門】
・『JTBグループ100年史 1912～2012』（ジェイティービー）
・『徹底調査！ 本当に安い、本当に快適！ 使えるエアライン』（宝島社）
・『マレーシアで暮らしたい！ マレーシア「ロングステイ」公式ガイドブック』
（山田美鈴著、講談社）

利用状況 特別展示のご案内

旅の図書館 掲示板

ホームページhttp://www.jtb.or.jp/へ。旅の図書館特別展示で検索


